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ている．IRTは，受験者 i（ユーザー）が問題 j（アイテム）を解く確率 P (i; j)がロジ
スティック分布関数に従うと仮定して，(i, j)要素に 2値反応パターンを持つ完全マトリ
クスからパラメータ i（受験者の能力）と j（問題の特性）を推定することによって受























j を同時に効率よく推定できているかを実際に問題数 30問程度，受験者数 200人程度に
よって試みた結果，初期に空き要素に与える反応パターンをどのように変えても推定値は
同じ収束値に向かい推定がうまくいっていることが経験的に示されている．
提案の問題解決内容は，ユーザーとアイテムから構成される評価パターンの不完全マト
リクスからユーザーの嗜好を予測して商品を推薦する推薦システムとよく似ている．ただ
し，推薦システムではユーザーとアイテムの間の確率的構造は仮定していないため，ノン
パラメトリックな枠組みとなる．そこで，実際のテスト結果をもとに提案法による推定結
果と推薦システムによる結果の比較を行った．実際のテストではロジスティックモデルが
適切なのかノンパラメトリックが適切なのかは不明であるが，比較の結果，最小 2乗誤差
からは提案法がわずかではあるが良い結果を与えた．実際問題への適用の可能性を示して
おり，実用的な新しい教育支援システムとして有用であることが期待できる．
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